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このセッションでは、主に



HTML5  の新しい書式



DOCTYPE、html要素、charset

<!DOCTYPE html>
<html lang="ja">
  <head>
    <meta charset="UTF-8" />
    <title>...</title>
    ...

HTML 構文と XHTML 構文の どちらも利用可
（たとえば <img> と <img /> のどちらでも可）



DOCTYPE、html要素、charset

<!DOCTYPE html>
<html lang="ja">
  <head>
    <meta charset="UTF-8" />
    <title>...</title>
    ...

すべてのブラウザが

きちんと 標準準拠モード でレンダリング



DOCTYPE、html要素、charset

<!DOCTYPE html>
<html lang="ja">
  <head>
    <meta charset="UTF-8" />
    <title>...</title>
    ...

新しく charset 属性 が登場
（文字コードの指定が簡単に）



meta要素とtype属性

<meta http-equiv="Content-Type" ... />
<meta http-equiv="Content-Style-Type" ... />
<meta http-equiv="Content-Script-Type" ... />

head 要素のなかが、かなりシンプルに

<link rel="stylesheet" type="text/css" ... />
<script type="text/javascript" ... ></script>

省略可

不要



セクション要素の利用

<div id="header">

<div id="footer">

<div id="utility-nav">

<header id="page-header">

<footer id="page-footer">

<nav id="utility-nav">

<div id="news"> <section class="news">

: :

コンテンツの区別に必要な id や class は残す

!



div

div

div

div

div

div



header

nav

section

section

footer

aside



CSS  の調整



一部の要素のブロックレベル化

section, nav, article, aside, hgroup,
header, footer, figure, figcaption, summary {
  display: block;
}

やや古めのブラウザ（Firefox 3.6など）は
新要素をインラインで生成してしまうため、

セクション要素などを

きちんと ブロックレベル化 しておく



そのうえで、
ふつうのリセットスタイルを
HTML5 新要素にも適用するのが
もっともシンプル



セレクタの調整

/* ヘッダー */

#header {
  height: 80px;
}
#header h1 {
  width: 960px;
  margin: 0 auto;
  padding: 20px 0 0 20px;
}

/* ヘッダー */

#page-header {
  height: 80px;
}
#page-header h1 {
  width: 960px;
  margin: 0 auto;
  padding: 20px 0 0 20px;
}

!

新要素 の利用、id や class の変更にあわせて



ひととおりつくったら

バリデーション



DOCTYPE にもとづいて文法をチェック

W3C Markup Validation Service
http://validator.w3.org/

HTML5 にも対応

http://validator.w3.org/
http://validator.w3.org/


パスしても1個だけ警告が残るのは
HTML5 チェックはまだ実験的ですよ
というW3C からのお断りなので
気にしなくてよい

エラー部分はきちんと修正

W3C Markup Validation Service
http://validator.w3.org/

http://validator.w3.org/
http://validator.w3.org/


クロスブラウザのための
ライブラリ



HTML5 の
クロスブラウザ化



html5shiv
http://code.google.com/p/html5shiv/

もっともシンプルなのは
「html5shiv」
を利用すること

http://code.google.com/p/html5shiv/
http://code.google.com/p/html5shiv/


HTML5 の新要素を JavaScript で生成
IE 8 以前でも HTML5 の新要素を有効にする

<!--[if lt IE 9]>
<script src="http://html5shiv.googlecode.com/
svn/trunk/html5.js"></script>
<![endif]-->

そうしないと、新要素が認識されず、
CSS や JavaScript が適用できない

http://html5shiv.googlecode.com/svn/trunk/html5.js
http://html5shiv.googlecode.com/svn/trunk/html5.js
http://html5shiv.googlecode.com/svn/trunk/html5.js
http://html5shiv.googlecode.com/svn/trunk/html5.js


html5shiv 適用前



html5shiv 適用後



あわせて

CSS を　　　　　　するなら地ならし



ブラウザスタイルの平準化
リセットするのではなく
その要素らしさを残しつつ

HTML5 要素にも対応

normalize.css
http://necolas.github.com/normalize.css/

http://necolas.github.com/normalize.css/
http://necolas.github.com/normalize.css/


CSS3セレクタを
IE 6～8 でも有効にする
ためのライブラリ

selectivizr
http://selectivizr.com/

http://selectivizr.com/
http://selectivizr.com/


jQuery を利用しているなら
CSS3セレクタが
かなりつかえる

jQuery
http://jquery.com/

http://jquery.com/
http://jquery.com/


Sass
http://sass-lang.com/

LESS
http://lesscss.org/

Ruby ベース
サーバ環境が必要

JavaScript ベース
サーバ環境が不要

CSS 拡張メタ言語の利用
変数化や値の加減乗除などのため

http://sass-lang.com/
http://sass-lang.com/
http://lesscss.org/
http://lesscss.org/


総合的な
テンプレートセットを
利用するのもアリ



HTML5 Boilerplate
http://html5boilerplate.com/

テンプレートセットの代表例
ベストプラクティス

のようなしくみ
全部乗せ

http://html5boilerplate.com/
http://html5boilerplate.com/


ボイラープレート

html5shiv
IE 8 以前での HTML5 要素の生成

jQuery
JavaScript ライブラリの事実上の標準

Modernizr
HTML5 と CSS3 のブラウザ対応判別

Respond.js
IE 8 以前でのメディアクエリ対応

normalize.css
ブラウザスタイル差異の平準化

条件コメント
IE 6、7、8 へのクラス振り分けによるスタイル調整



index.html の上部



近ごろ話題のフレームワーク

Twitter Bootstrap
http://twitter.github.com/bootstrap/

http://twitter.github.com/bootstrap/
http://twitter.github.com/bootstrap/


レスポンシブWebデザイン対応

Twitter Bootstrap
http://twitter.github.com/bootstrap/

リッチなユーザーインターフェイス

http://twitter.github.com/bootstrap/
http://twitter.github.com/bootstrap/


HTML5  の新要素



HTML5 の新要素

セクション

section セクション（コンテンツの区切りごとに）

セクション

nav 主要ナビゲーションのセクション

セクション

article 独立した内容として成立するセクション（記事など）

セクション aside 主要コンテンツと関連性の低いもの（補足、広告など）セクション
hgroup 見出しグループ（h1 + h2 など連続する見出しに）

セクション

header ヘッダー（そのセクションのヘッダーを示す）

セクション

footer フッター（そのセクションのフッターを示す）

グループ化
figure 図画

グループ化
figcaption 図画のキャプション

テキスト

time 日時

テキスト
mark ハイライト

テキスト ruby／rt／rp ルビ／ルビテキスト／ルビのカッコテキスト
wbr 改行可能位置

テキスト

bdi 基本となる書字方向からの隔離



HTML5 の新要素

埋め込み

video ビデオ

埋め込み

audio オーディオ

埋め込み

source メディアのソース（ファイル）

埋め込み
canvas キャンバス（グラフィックス）

埋め込み embed ブラグインを利用する外部ファイル
埋め込み

track 字幕

埋め込み

math 数式（MathML）

埋め込み

svg ベクターグラフィックス（SVG）

フォーム

datalist 入力候補リスト

フォーム
keygen 秘密鍵・公開鍵（鍵ペア）の生成

フォーム output フォームの算出結果フォーム
progress タスクの進捗状況

フォーム

meter メーターやゲージ

インタラクティブ
details ディスクロージャーウィジェットの詳細

インタラクティブ summary ディスクロージャーウィジェットの要約インタラクティブ
command コマンド



HTML5 の変更要素

セクション address 連絡先

グループ化 hr 話の切れ目

テキスト

strong 重要

テキスト

small 細目（法的な文言・語句、著作権表記など）

テキスト i イタリック表記が一般的なテキストテキスト

u 正式名称など他と区別したいテキスト

テキスト

b 単に他と区別したいテキスト

インタラクティブ menu コマンドのリスト



セクション要素の
迷いどころ



あらためて、セクション要素は

セクション

section セクション（コンテンツの区切りごとに）

セクション

nav 主要ナビゲーションのセクション

セクション

article 独立した内容として成立するセクション（記事など）

セクション aside 主要コンテンツと関連性の低いもの（補足、広告など）セクション
hgroup 見出しグループ（h1 + h2 など連続する見出しに）

セクション

header ヘッダー（そのセクションのヘッダーを示す）

セクション

footer フッター（そのセクションのフッターを示す）

グループ化
figure 図画

グループ化
figcaption 図画のキャプション

テキスト

time 日時

テキスト
mark ハイライト

テキスト ruby／rt／rp ルビ／ルビテキスト／ルビのカッコテキスト
wbr 改行可能位置

テキスト

bdi 基本となる書字方向からの隔離



http://html5doctor.com/happy-1st-birthday-us/

HTML5 Doctor「HTML5 Element Flowchart」
http://html5doctor.com/happy-1st-birthday-us/

http://html5doctor.com/happy-1st-birthday-us/
http://html5doctor.com/happy-1st-birthday-us/


http://html5doctor.com/happy-1st-birthday-us/

主要なナビゲー
ションか？

それだけで理解
できるコンテン
ツか？

コンテンツの理
解に不可欠か？

付録に移動して
も問題のない内
容か？

見出しをつける
のが合理的か？

セマンティック
な役割か？

ちょっとヘンな消去法っぽいが、参考になる

http://html5doctor.com/happy-1st-birthday-us/
http://html5doctor.com/happy-1st-birthday-us/


<section>

ページは基本的に
<section> で構造化

セクションは
コンテンツそれぞれを区別するためのもの

あくまで、構造的な区別に利用

セクションには、なんらかの見出しがあるのが望ましい



<section>

<section id="main">
  <h1>最近の更新情報</h1>
  <section class="highlight">
    <h2>2012 Spring Catalogが登場</h2>
    <p>...</p>
  </section>
  <section class="highlight">
    <h2>広尾店がオープン</h2>
    <p>...</p>
  </section>
</section>

<section> の入れ子によって構造化する



<div> は？

CSS を適用するためのコンテナ
JavaScript で操作するためのコンテナ
構造的な意味をもたないもの

といった
かなり限定的なつかい方しかしない
（構造化に無関係な場合にだけつかう）



<article>

独立して配信・再利用できるセクション

ニュース記事、ブログ記事など

「フィード配信するにふさわしいか？」
という判断で利用するのが基本



<article>

「フィード配信するにふさわしい
情報のかたまりか？」

「トラックバックを受けるに
ふさわしい内容か？」 

あたりが落としどころ

ブログ記事だとすっと腑に落ちるが、
通常のページもこのように考えて、なんとか判断する



たとえば

NTTドコモのトップページ

<article> をつかう部分
||

それだけをフィード配信しても
成立するような部分

なし



たとえば

NTTドコモの個別ページ

<article> をつかう部分
||

それだけをフィード配信しても
成立するような部分

本文（メインエリア）
のところ



<article> の落としどころ

迷ったら <section> を選ぶこと

ムリに <article> をつかう必要なし

特に商用サイトの場合、トップページに
<article> に該当するものが存在しないケースが多い

個別ページの
本文（メインエリア）が <article> に相当



<nav>

主要なナビゲーション（リンクリスト）に
該当するセクション

グローバルナビ、ローカルナビなど

あくまで「主要な」ナビゲーションだけに
つかうのがポイント





大規模サイトは

ナビゲーションの嵐



<nav> の落としどころ

だれが見ても、明らかに
重要なナビゲーションと判断するものだけに

<nav> をつかう

領域が大きいナビゲーション
目立つナビゲーション

など



<aside>

本文とは直接関係しないコンテンツ

本文から切り離しても問題のないもの

一般的には、本文から脱線する余談や補足、
イメージ写真、広告、ブログパーツやウィジェットなど

「それがなくても、コンテンツが理解できるか？」
という判断でつかう



<hgroup>

見出しグループ（たとえば h1 + h2）に利用

主題に <h1>、副題に <h2> をつかっている場合など

子要素にできるのは <h1>～<h6> だけ

アウトライン上は
<hgroup> 内でもっともレベルの高い見出しだけが

そのセクションの見出しとして利用される



<h1> ～ <h6>
利用できる要素も

見出しレベルのつかいわけ方も
基本的にこれまでと同じ

アウトライン上は
セクションの入れ子ごとに見出しレベルが

自動的に1段階下がる
（すべてのセクションとも <h1> から開始しても OK ということ）

しかし、音声読み上げなど現在の支援技術を考えると
ひとまずこれまでどおりのつかい方を



<header> と <footer>

セクションのヘッダーとフッター

独立したセクションではなく
単なるグループ化の目的でつかう

ページ全体のヘッダーとフッターは
<body> のヘッダーとフッターということ

<section> や <article> のなかでつかってもよい
（記事のヘッダーとフッターなど）



<address>

コンテンツ作者・責任者の連絡先

<article> のなかでつかえばその記事の筆者の連絡先、
そうでなければサイト管理者の連絡先

著作権表記などではなく
あくまでコンテンツ作者・責任者の直接的な連絡先を示す

（名前、住所、電話番号、メールアドレス、プロフィールページなど）



ワーク



株式会社 知財経営総研
http://www.ip-management.co.jp/

の文書構造を
HTML5 のセクション要素で考えましょう

http://www.ip-management.co.jp/
http://www.ip-management.co.jp/




といった感じで、
おおざっぱに考えれば OK

header
nav



ひととおり終わったら
近くの人同士で見せ合って

ディスカッションをしてください



益子の例



header
nav

section

段組みコンテナの背景画像として設定
または、もう少しテキスト情報を充実させて section に

nav

section



section

section

section



section

footer



もう少しこまかく
マークアップを考えてみると



section

h1 form p

ul

h2
h3

p

h2
ul

ul

段組みコンテナの背景画像として設定
または、もう少しテキスト情報を充実させて section に

nav
section

header
nav

section



section
section

section

ul

h2

dl



h2

dl

small p

footer

まあ
div あたりで
よいのでは

section



そのほか
マークアップの注意点



<em> と <strong>

旧来の定義では
<em> = 強調

<strong> = より強い強調

作者の「思い」入れは <em>
ユーザーにとって「重い」情報は <strong>

HTML5では
<em> = 強調

<strong> = 重要



<figure>

自己完結型でメインコンテンツになくても成立する図版
（付録やリファレンスに移動しても大丈夫なもの）

子要素にはふつうに <img> を含める
キャプションは子要素として <figcaption> を

<figure>
  <img src="..." alt="..." />
  <figcaption>図版のキャプション</figcaption>

</figure>



<a>
テキストやインライン要素だけでなく
ブロック全体をマークアップし、
リンクとして機能させることが可能

<a href="...">
  <div class="detail">
    <h3>見出し</h3>
    <p>テキスト</p>
  </div>
</a>



<small>

細目（さいもく）という意味
法的な文言や著作権表記に利用する
（あくまでインラインで利用する点に注意）

<footer id="page-footer">
  <p><small>Copyright &#169; 2011-2012
  Essence Design, Inc. All Rights Reserved. 
  </small></p>
</footer>



さらに

<time> は年月日や日時に
datetime 属性でグローバルな形式の日付をしめす

例）<time datetime="2012-04-21">2012年4月21日</time>

<ruby>（ルビ）が利用できる

<mark> は他のサイトやページからの参照

<hr> は段落の区切り



参考
「HTML5 のコンテンツ・モデル」



HTML5 のコンテンツ・モデル

フロー

メタデータ

インタラクティブ

フレージング
ヘディング

セクション

エンベッデッド

content models



HTML5 のコンテンツ・モデル
メタデータ・コンテンツ base command link meta noscript script style title

セクショニング・コンテンツ article aside nav section

ヘディング・コンテンツ h1 h2 h3 h4 h5 h6 hgroup

フロー・コンテンツ

a abbr address area(with map) article aside audio b bdi bdo blockquote 
br button canvas cite code command datalist del details dfn div dl em 
embed fieldset figure footer form h1 h2 h3 h4 h5 h6 header hgroup hr i 
iframe img input ins kbd keygen label map mark math menu meter nav 

noscript object ol output p pre progress q ruby s samp script section 
select small span strong style(with scoped attribute) sub sup svg 
table textarea time u ul var video wbr text(implicit element)

フレージング・コンテンツ
（≒ インライン要素）

abbr area(with map) audio b bdi bdo br button canvas cite code command 
datalist dfn em embed i iframe img input kbd keygen label mark math 
meter noscript object output progress q ruby s samp script select 
small span strong sub sup svg textarea time u var video wbr テキスト

フレージング・コンテンツのみを含んでいる場合は a del ins map も該当

エンベッデッド・コンテンツ audio canvas embed iframe img math object svg video

インタラクティブ・コンテンツ
a audio(with controls attribute) button details embed iframe img(with 

usemap) input(excepting type="hidden") keygen label menu(with 
type="toolbar") object(with usemap) select textarea video(with 

controls attribute)

content models



アウトラインという考え方



HTML5 Outliner
http://gsnedders.html5.org/outliner/

http://gsnedders.html5.org/outliner/
http://gsnedders.html5.org/outliner/


アウトラインを構成する要素

ヘディング・コンテンツ
<h1> ～ <h6>、<hgroup>

セクションニング・コンテンツ

<section>、<article>、<aside>、<nav>

セクショニング・ルート
<body>、<blockquote>、<details>、

<fieldset>、 <figure>、<td>



ヘディング・コンテンツ
<header>
  <hgroup>
    <h1>サイト名</h1>

    <h2>キャッチフレーズ</h2>

  </hgroup>
</header>
<h3>見出し</h3>

<p>テキスト</p>

...

1. サイト名（h1）
    1. キャッチフレーズ（h2）
        1. 見出し（h3）

<header>
  <h1>サイト名</h1>

  <h2>キャッチフレーズ</h2>

</header>
<h3>見出し</h3>

<p>テキスト</p>

...

1. サイト名（h1）
    1. 見出し（h3）

<h1>～<h6> をもとに
アウトラインがつくられる

<hgroup> のなかでは
もっともレベルの高い見出しだけが
アウトラインとして出現



セクショニング・コンテンツ
<h1>大見出し</h1>

<p>テキスト</p>

<h2>中見出し</h2>

<p>テキスト</p>

<h3>小見出し</h3>

<p>テキスト</p>

...

<h1>大見出し</h1>

<p>テキスト</p>

<article>
  <h1>中見出し</h1>

  <p>テキスト</p>

  <h2>小見出し</h2>

  <p>テキスト</p>

</article>
...

1. 大見出し（h1）
    1. 中見出し（h2）
        1. 小見出し（h3）

1. 大見出し（h1）
    1. 中見出し（h1）
        1. 小見出し（h2）

セクショニング・コンテンツでは
階層が自動的に1段階深くなる



セクショニング・ルート
<h1>大見出し</h1>

<p>テキスト</p>

<h2>中見出し</h2>

<p>テキスト</p>

<h3>小見出し</h3>

<p>テキスト</p>

...

<h1>大見出し</h1>

<p>テキスト</p>

<blockquote>
  <h2>引用文の見出し</h2>

  <p>テキスト</p>

</blockquote>
<h3>小見出し</h3>

<p>テキスト</p>

...

1. 大見出し（h1）
    1. 中見出し（h2）
        1. 小見出し（h3）

1. 大見出し（h1）
    1. 小見出し（h3）

セクショニング・ルートは
先祖要素のアウトラインから除外



見出しとセクションの関係
<section>
  <h1>大見出し</h1>

  <section>
    <h2>中見出し</h2>

    <section>
      <h3>小見出し</h3>

    </section>
  </section>
</section>

<section>
  <h1>大見出し</h1>

  <section>
    <h1>中見出し</h1>

    <section>
      <h1>小見出し</h1>

    </section>
  </section>
</section>

<h1>大見出し</h1>

<h2>中見出し</h2>

<h3>小見出し</h3>

1. 大見出し（h1）
    1. 中見出し（h2）
        1. 小見出し（h3）

1. 大見出し（h1）
    1. 中見出し（h1）
        1. 小見出し（h1）

1. 大見出し（h1）
    1. 中見出し（h2）
        1. 小見出し（h3）

アウトラインはまったく同じ！



アウトラインによって

コンテンツ構造の

より適切な
把握が可能

従来の HTML や XHTML では
見出しレベルでしか把握できなかった



アウトラインのメリット

将来的な利便性をイメージするのが大切

• 音声読み上げソフトが対応するかも
• 検索サービスが利用するかも
• ブラウザがサイドバーとして表示するかも



テレビ朝日のアウトラインを
とってみると...



テレビ朝日のアウトラインを
とってみると...

セクションの入れ子がビミョウ

Untitled Section が多い



アウトラインのポイント

セクションの入れ子関係を適切に

見出しレベルを適切に

セクションに対する見出しづけを徹底

文法上はセクショニング・コンテンツに見出しがなくても OK だが
Untitled Section（名なしセクション）が多いと

ユーザーがコンテンツ構造を理解しにくくなる問題あり

情報要素の多いページは一発でビシッと决まらないことが多い
たびたびアウトラインを確認しながら調整すること



HTML5  の新属性



HTML5 の新属性（一部）

input要素

type="search" 検索

input要素

type="tel" 電話番号

input要素

type="url" URL

input要素

type="email" Eメールアドレス

input要素

type="datetime" 日時（タイムゾーンがUTCの日時）

input要素

type="date" 日付（タイムゾーンなしの日付）

input要素 type="month" 月input要素

type="week" 週

input要素

type="time" 時間（タイムゾーンなしの時間）

input要素

type="datetime-local" 国・地域別のローカルの日時（タイムゾーンなしの日時）

input要素

type="number" 数値

input要素

type="range" 範囲

input要素

type="color" 色（sRGB値）

html要素 manifest アプリケーション・キャッシュ・マニフェスト



HTML5 の新属性（一部）

グローバル属性

contenteditable 編集可能・不可

グローバル属性

contextmenu コンテキストメニュー

グローバル属性

draggable ドラック可能・不可

グローバル属性

hidden 無関係・無意味の定義

グローバル属性 spellchack スペルや文法チェックの有効・無効グローバル属性
translate 機械翻訳の対象・非対象の指定

グローバル属性

data-* カスタムデータ（* は独自で指定）

グローバル属性

role 役割

グローバル属性

aria-* WAI-ARIAで定義された役割（* はWAI-ARIAが定義）

グローバル属性

itemscopeなど マイクロデータ（ただし、別仕様で定義）

フォーム属性

※ input、
textarea、select
要素など。指定でき
るものは要素によっ
て異なる

autocomplete オートコンプリート機能の有効・無効
フォーム属性

※ input、
textarea、select
要素など。指定でき
るものは要素によっ
て異なる

list datalist要素で定義された入力候補リストの指定フォーム属性

※ input、
textarea、select
要素など。指定でき
るものは要素によっ
て異なる

required 必須項目

フォーム属性

※ input、
textarea、select
要素など。指定でき
るものは要素によっ
て異なる

pattern 正規表現による指定可能な値の定義

フォーム属性

※ input、
textarea、select
要素など。指定でき
るものは要素によっ
て異なる

step 値の精度

フォーム属性

※ input、
textarea、select
要素など。指定でき
るものは要素によっ
て異なる

placeholder 入力ヒント

フォーム属性

※ input、
textarea、select
要素など。指定でき
るものは要素によっ
て異なる autofocus ページロード後のオートフォーカス

フォーム属性

※ input、
textarea、select
要素など。指定でき
るものは要素によっ
て異なる

form form要素との結びつけ



注目の新属性



<input type="..." />

特にスマートフォンサイトのフォームで
ユーザビリティが高まる



フォームの新要素・新属性の
全般的なサポート状況は
ブラウザ／バージョンごとに
かなりの違いあり

入念なチェックのうえで
利用の適否を判断すること

Opera 11.62（Mac OS X）の表示結果



Google の autocomplete 拡張

<input ... x-autocompletetype="surname" />
<input ... x-autocompletetype="given-name" />
<input ... x-autocompletetype="email" />
 :
 :
<input ... x-autocompletetype="state" />
<input ... x-autocompletetype="city" />
<input ... x-autocompletetype="address-line1" /> 
<input ... x-autocompletetype="address-line2" />

Google が提案し、Chrome で実装
実験段階なので x-autocompletetype という属性名

Web担当者Forum の詳しい解説
http://web-tan.forum.impressrd.jp/e/2012/04/03/12488

http://web-tan.forum.impressrd.jp/e/2012/04/03/12488
http://web-tan.forum.impressrd.jp/e/2012/04/03/12488


設定
↓

個人設定
ワンクリックでのウェブ フォームへの
自動入力を有効にするにチェック

↓
自動入力設定の管理

ダブルクリックで自動入力



script 要素

async 属性と defer 属性が追加

<script async defer src="..."></script>

async 属性は「非同期でスクリプトを順次実行」
defer 属性は「パース終了後にスクリプトを実行」

一緒に指定すると、
async 属性をサポートしているブラウザはその動作を、
サポートしていないブラウザは defer 属性の動作を実行



style 要素

scoped 属性が追加

<section>
  <style scoped>
  p { color: black; }
  </style>
  <h1>大見出し</h1>
  <p>テキスト</p> <!-- 適用される -->
</section>
<p>テキスト</p> <!-- 適用されない -->

フローコンテンツのなかでのみ、適用対象を限定



style 要素

@global が（2012年3月29日版 草案で）追加

<section>
  <style scoped>
  @global p { color: black; }
  </style>
  <h1>大見出し</h1>
  <p>テキスト</p> <!-- 適用される -->
</section>
<p>テキスト</p> <!-- 適用される -->

scoped を飛び出して、通常のスタイルと同じように適用



カスタムデータ属性

data-*属性で、WebサービスAPI と連携

<a data-url="..." data-title="...">
  <img src="..." alt="◯◯ボタン" />
</a>

Twitterボタン、Facebookボタンなど
さまざまなウィジェットで

WebサービスAPI にもとづくデータの受け渡しに利用
（すでに多くのWebサービスが導入している）



アクセシビリティ属性

role／aria-*属性を利用

<section id="main" role="main">

jQuery UI や Dojo などが一部導入
スクリーンリーダーの読み上げや動作の改善のため

（ただし、普及はまだまだこれから）

<li role="treeitem" aria-expanded="true">



マイクロデータ属性

<div itemscope itemtype="http://schema.org/Movie">
  <h1 itemprop="name">アバター</h1>
  <span>監督：<span itemprop="director">
  ジェームズ・キャメロン</span>（1954年8月15日生まれ）</span>
  <span itemprop="genre">科学フィクション</span>
  <a href="../movies/avatar-theatrical-trailer.html" 
  itemprop="trailer">告知映像</a>

</div>

itemscope／itemtype／itemprop 属性など

Google リッチ スニペットや schema.org に対応するため

http://schema.org/Movie
http://schema.org/Movie


まとめ



HTML5 との向き合い方

ノウハウはすぐには貯まらない

自社サイト
キャンペーン／特設ページ
スマートフォンサイト

などで、まずはチャレンジするのがおすすめ



Webサイトの「可能性の広がり」を意識

アウトラインを意識した構造化

スマートフォンサイトの利便性向上

マイクロデータ対応

アクセシビリティ対応

データの再利用性（電子書籍など）

Webアプリ的なコンテンツの追加



ありがとうございました
mashiko@cybergarden.net
Twitter: @takahiromashiko
Facebook: 815549671 

mailto:mashiko@cybergarden.net
mailto:mashiko@cybergarden.net
http://twitter.com/takahiromashiko
http://twitter.com/takahiromashiko
http://www.facebook.com/profile.php?id=815549671
http://www.facebook.com/profile.php?id=815549671

